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序文 
 

1920年2月24日のNSDAPの25箇条の綱領は、卓越した国家社会主義運動の

基本法である！ 
 

  その意義は計り知れない。実質的に、25箇条は国家社会主義党の核心で

あり、生きる意味である： 
 

アドルフ・ヒトラーは『私の闘い』の中で、この日のことを感動的な言葉

で語っている！この日、アドルフ・ヒトラーは『我が闘争！』の中で感動

的な言葉を残している。新しい信仰が宣言され、それ以来、それは無尽蔵

の力の流れとなってドイツ国民に流れ込んだ！1925年、NSDAPの総会

は、この綱領を「不変のもの」と宣言した。このことは、この綱領が単な

る党綱領ではなく、流れを変える政治的信念、世界観の揺るぎない不変の

基盤であることを示している！アドルフ・ヒトラーは1941年、ドイツ国民
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と帝国の将来の指導者全員が、この25カ条に基づいて宣誓することを決定

した。そして、綱領そのものにおいて、党の指導者たちは、その実現のた

めに命を賭して戦うことを誓っている。最後に、綱領は、その達成後、

NSDAPは解散するとも規定している。 
 

このことはすべて、25カ条の綱領が国家社会主義党の生活においていかに

重要な意味を持ち、今後も持ち続けるかを示している！   

綱領そのものは不変であるとしても、わが国の国民にとって理解しやすい

ものであり続けるためには、 

情勢の変化に応じて、常に新たに 

取り上げられ、理解され、説明さ 

れなければならない：綱領は不変であるが、その解釈は、状況の変化に応

じて党指導部によって行われ、それぞれの党路線の基礎となる。 
 

このように、NSDAPの歴史において、25のポイントに関する公式の解説

書はこれまでに2つある：  

 

最初のものはゴットフリート・フェーダーによるもので、第三帝国が始ま

るまで有効であり、2番目のものはアルフレッド・ローゼンベルクによる

もので、1945年まで有効な党路線を決定した。 
 

あれから40年が過ぎた。新しい世代が育ち、世界情勢は完全に変化し、国

家社会主義運動はまったく異なる状況に直面している。  

 

我々の世代の任務は、NSDAPの再確立のために闘うことである。そして

また、新たなNSDAPは、基本法として不変に有効な25項目の履行におい

てのみ、その存在意義を見出すことができる！  

 

しかしながら、40年後には、綱領は、当然、全く新しい解説を必要とす

る。そうすれば、時間に縛られた定式化の背後にある不変の真理が明らか

になり、それによって、綱領は、再び、力の流れとしてわが国民に流れ込

み、第二革命を可能にすることができる！  

 しかしながら、新しく創設されたNSDAPの正当な党指導部だけが、綱領

に関する公式の解説書をもって新しい党の路線を確立し、それをすべての
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国家社会主義者を拘束するものとして宣言し、実施する権利を有する！私

は、この権利を自分自身に傲慢にするものではないし、我々の思想共同体

もそうすることはできないし、そうしなければならない。 
 

従って、25項目綱領に関する私の解説は、古い党と未来の党の間の暫定的

な架け橋として理解されるべきである。私たちの政治活動の基礎として25

箇条をより理解しやすくし、かつての意味を取り戻すために、私たちの運

動がとるべき方向を指し示す提案であり、示唆であるかもしれない。  

 もちろん、この解説は拘束力のない意見表明ではない：  

 

それは、組織化された国家社会主義者の一部に過ぎないが、旧NSDAPの

真の後継者であり、新NSDAPの真の核であるという意識に異論を唱えら

れるような、真剣に成長している政治勢力は、その隊列の外には存在しな

い！ 
 

本解説は、われわれの共同体が有意義かつ必要と考えるように、政治路線

と党綱領の理解を拘束力を持って明確にするものである。新党がいつの日

かわれわれの仲間から誕生することを誇りに思い、われわれはまた、この

党が25項目に関する現在の第3回解説書を大部分採用し、継承することを

確信している。従って、以下の作業は歴史的な出来事である。新しい基礎

に向けた発展は、ここまで進み、ここまで安定したので、今こそ、25のポ

イントに関する新しい解説書によって、我々の政治的リーダーシップの主

張を紛れもなく発表し、新しい世代の国家社会主義運動を形成する意志が

取るであろう、ありそうな展開を示す時である。 
 

ミヒャエル・キューネン  

JVAブッツバッハ、1985/96.11.20 JdF 
 
 

国家社会主義と党 
 

国家社会主義は、世界観であり、人生に対する態度である。 

その世界観は、人間の本性に関する知識を獲得し、人間のあらゆる能力と

能力を実現しようとする生物学的ヒューマニズムである。 
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人間は何よりもまず、他の生き物の中にあって、他の生き物と同じように

自然の法則に従う存在であるから、われわれの世界観は人間を生物学的に

定義する：  

 

人間は文化を創造する生物学的な性質を持つ自然な存在であり、共同体と

してのみ成立する。 
 

家族、国民、民族といった自然的共同体、党派、国家、帝国といった文化

的共同体においてである。共同体は、国家社会主義思想の中心であり、そ

の生存と、種と自然に従ってのさらなる発展である。  

 

しかし、これは理論的な要求や実現以上のものでなければならない。それ

は個人の生活の中に響き、実現されなければならない。そのためには、

ヨーロッパの理想主義の伝統を守りながら、それを現代的な方法で実現す

る生活態度が必要である。自分のささやかな私的なあこがれや欲望を満た

すことに満足するのではなく、自分の生活を超越し、それを満たし、意味

を与える価値や思想のために立ち上がる人々が必要なのである。この価値

観の理想主義は、労働者の生活態度において、国家社会主義的に表現され

る。つまり、われわれは、国民のすべての構成員を、それぞれの立場にお

いて、その能力に応じて、国民共同体の存続とさらなる発展のために、自

分の能力の限りを尽くして立ち上がり、そのために働く労働者とみなすの

である。 
 

血縁、言語、文化、歴史を通じて、人間はその民族と不可分に結びついて

いる。民族の中でこそ、人間は自己を認識し、意義ある人生を送ることが

できるのだ。だからこそ、国家社会主義はヴェルキッシュの思想なのだ。 
 

それゆえ、国家社会主義思想の目標は、国民のために働き、そうすること

によって、総統の言葉に従って、「民族と人格という言葉の最も純粋な体

現者」になるまで、その能力と才能を完全に発揮する労働者の民族共同体

であり、また、内面的な富と才能のすべてを発展させることによって、そ

の種族と本性にふさわしい高度な文化を生み出し、次の千年紀を形成しう

る、また形成すべき民族共同体なのである！  
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しかし、この高度な文明を創造することになるアーリア人（白人）とその

国民は、確かに共通の生物学的遺産、共通の人種的遺伝的構成を持ってい

るが、個々の人間としても限りなく多様で多様である。人は同じではな

く、非常に多様な存在である。たとえ一国の国民であっても、生物学的に

共通する部分がどんなに多くとも。 
 

しかし、われわれが目指している新秩序においては、これらの人々は、人

民の同志としての生物学的本性によってだけでなく、生物学的ヒューマニ

ズムの国家社会主義的世界観と、価値観念論の生活態度、倫理的原理とし

ての労働者階級主義によっても団結している。だからこそ、この基盤の上

に、それぞれの国民的同志が、自分の本性、自分の気質、自分の性格に

従った生活についての自分の考えを実現するとき、それは害をなさないだ

けでなく、それどころか、国民共同体の多様性と内面の豊かさを構成する

のである！  
 

しかし、われわれはまだこの新秩序から限りなく遠い。この新秩序は、そ

れ自体で勝手に生まれるものではなく、千差万別の抵抗と闘い、強制され

なければならない！それゆえ、人民の同志にとって、国家社会主義を、世

界観として、人生に対する態度として、自分のために受け入れるだけでは

十分ではない。そうすれば、国家社会主義は、拘束力のない何百もの宗派

や思想共同体に分裂してしまうだろう。今日のマイナス世界において、そ

して新しい秩序の権力政治的実現まで、国家社会主義の思想は、政治的権

力闘争を勝利に導くことのできる、来るべきフォルクスゲマインシャフト

の戦闘的前衛を必要とする。それが国家社会主義党である！ 
 

党は、国家社会主義の思想と感情の自由を奪うことはしないが、その行動

を決定する戦闘的な規律を要求する！党は、その実現が新秩序につながる

綱領に基づいてこれを行う。  

 

党の任務は、この綱領を解釈し、それを基礎として、すべての国家社会主

義者を拘束し、実現に導く党の方針を強制することである。個々の党員と

の関係では、党は常に正しい。すべての決定が常に正しくなければならな

いからではなく、目標が正しく、党だけが目標達成を可能にするからであ

る。ドイツの国家社会主義運動にとって、NSDAPは党であり、25箇条は
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実現されなければならない綱領であり、その上に党の路線が築かれなけれ

ばならない！ 
 
 

はじめに 
 

「NSDAPの綱領の25項目。ドイツ労働者党の綱領は時間綱領である。指

導者たちは、人為的に大衆の不満を増大させることによって党の存続を可

能にすることのみを目的として、綱領に定められた目標が達成された後に

新たな目標を設定することを拒否する。" 

 

すでに党綱領の序文で、国家社会主義党が他と比較されるべきものではな

いことが証明されている：  
 

自由資本主義体制では、国家を支持する政党は純粋な利益団体であり、特

定の集団、階級、団体の個人的利益と自らの権力的利益を追求する。政党

の綱領は、その両方の目的を果たすものである：個々の利害を満足させる

と同時に、多くの有権者を獲得し、党組織とその頭目への影響力をできる

だけ大きくするためである。ある綱領が時代遅れになったり、現実のもの

になったりしたとき、それがもはや追求される利益に適わなくなったと

き、あるいは国民に不人気となる恐れがあるとき、党は速やかに綱領を変

更し、新しい綱領を公表する。 
 

しかし、国家社会党は他の野党とも根本的に異なっている： 
 

  モスクワに忠誠を誓う共産主義者もまた、現実には、一つの利益--すなわ

ち、権力政治的利益とモスクワ本部の政治目標--の道具にすぎない。イデ

オロギー的に見れば、マルクス主義は一般に、いったん確立されれば力に

よってしか維持できない独断的で反自然的な秩序を目指している。だから

こそ、あらゆるマルクス主義体制は、党の独裁を永遠に維持しようとする

共産主義国家党を必要とするのである。 
 

国家社会党に似た「グリーン」運動とは異なり、本来は自然と和解し、自

然と調和して生き、働く秩序を目指していた。緑の「党」はそのための政
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治的道具に過ぎないはずだったが、混沌に沈んだ。キャリア主義者た

ちはこの党を自由資本主義体制の既成政党に変えようとし、左翼勢力

はこの党を民衆の隠れ蓑として利用し、この運動に参加している誠実

な人々は、真の党、つまり旧秩序から新秩序への移行を実際に闘い、

最終的には強制することのできる権力政治的手段を構築することがで

きないことが証明された。  
 

現在の政治情勢を見ると、「グリーン」運動に正しい出発点を見出し

ただけで、政党としてはとっくに失敗し、実践にも失敗している。一

方、マルクス主義者たちは、反自然的で反人間的な政党独裁を目指し

ている。一方、ブルジョア政党は、組織化された偽善と下心に満ちた

支配体制の権力構造を代表している！ 
 

国家社会主義党だけが真の代替案を提供する。国家社会 

主義党は、種と自然に調和した新しい秩序を目指している。 

その任務は、旧秩序から新秩序への道を切り開くことに限られてい

る。これが綱領の目的である。計画が達成されれば、新しい秩序の基

礎が築かれ、強固なものとなる。それ以後、党の存続は無意味とな

る。党綱領の達成とともに、党は消滅するのである！ 
 

したがって、国家社会主義党は目的のための手段であって、それ自体

が目的ではない。それは、民族の前衛である。すなわち、人民の共同

体の前衛であり、その共同体は、自らの性格を自覚しているだけでな

く、その人民の同志たちもまた、それを望み、肯定している。この前

衛は、全国民がたどる道を切り開くために戦う。しかし、ひとたび

ゴールに到達すれば、もはや戦う前衛は必要なく、戦ってきた土台の

上に、新たな千年高度文明の強大な建物を建設する指導的エリートが

必要となる。しかし、このエリートは、もはや国家社会主義党の形を

とることはないだろう。  

 

我々は、闘争の時代に不可欠な道具として、また民族の組織された前

衛として、党を再建し、綱領を実現する意志を確認するだけである。

その後、NSDAPはその任務を果たし、解散し、歴史に名を残すことが
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できる。しかし、25項目がまだ成就を待っている限り、党は闘争を続

けなければならないし、闘争を続けるであろう！ 
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